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in

t
r
a
d
p
s
p

と
は
、
'世
採
的
經
濟
不
況
.以
來
貿
易
政
策
h
に
現
は
れ
た
新
た
な
ニ
大
根
幹
で
あ
つ
て
、
そ
れ
等
は
、
舊
來
の
自
凼
主

義
的
现
想
た
る
自
由
國
際
交
易
に
對
し
'
全
く
對
跪
的
她
位
に
立
っ
も
の
.で
あ
る
0

■

_
.
.
/
,

(

註
ー
0

‘ 

c
o

m
p

e
l

t
i

c
n

と
い
ふ
語
は
、
或
は
轉
家
的
協
定
に
ょ
ら
ぬ
私
的
‘

爲
替
淸
算
協
萣
の
意
味
に
解
さ
れ
、
或
は
國
際
間
に
於
け
る
物
 々

交
換
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
ラ
テ
ソ
茶
諸
語
に
於
て
は
，

8

日p

' ss
a

t
i

o
n

は

c
l

e
a

r
i

n
g

と

同
義
語
で
あ
る
た
め
に
、佛
蘭
西
そ 

' 

.

•

の
、敝
の
ラ
テ
：

S

系
文
敝
で
は
雨
#

か
同
一
の
も
の
と
し
て
多
く
取
扱
は
.

れ
て
ゐ
る
。
併
し
挽
で
は
、
金
く
我
が
國
語
の
字
_
通
り
に
用
ひ
て
ぉ

耻
1>
て
■國
綠
，支
拂
交
迎
ii
に
於
け
る
淸
算
制
度
は
、
，そ
の
木
來
の
意
味
に
於
い
て
は
，
爲
替
を
以
て
す
る
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

(

外
貨 

娵
故 

l

せ
.る
爲
#

#

s、m;
.乾

-E
九
，

(

PH
5L
2L〕
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>
、
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拂)

を
排
除
せ
ん
と
す
る
.仕
.組
で
，ぁ
0
て
、.ぞ
れ
は
從
述
の
抓
ぐ
^;
ン
關
衝
斷
亂
ぬ
起
つ
.た
緊
急
事
勸
に
應
ず
る
た
め
に
採
ら
れ
た
應
氤 

手

段
で
ぎ
た
。
從
つ
て
爲
替
淸
算
驚
は
、
そ
の
本
來
の
型
式
の
ま
、
で
は
•
世
界
の
蒼
及
び
支
拂
交
通
上
に
於
け
る
r
い
高
度 

.
の
發
服
的 

1
附

!'
|
亦
す
も
の
と
眷
へ
な
ぃ
9
,ヤ

ぎ

。
又
む
'れ
故
に
、
-旣
，往
の
1
ル
自
|±
1
:置
易
1
び
史
狒
交
通
蠢
歌
す
る
.者
か
ら 

は
邪
通
^
し
て
牡
擊
せ
玉
れ
.
.ヴ
對
外
^
濟
茨
通
め
全
如
的
統
测
を
主
張
す
る
者
か
ら
-は
中
途
半
端
と
し
て
難
詰
さ
れ
て
ゐ
る
^
併
し
：
 

I

f
，
■
係

縣

虔

世

潘

經

肩

不

1

1

: 0
.た
狀
態
に
於
ぃ
ベ
は
、
國

際

經

濟

關

係

上

S

化
I

避
せ
ん
と
す
れ

ぢ

1

1

途

運

た
 
1

1

,1

1

0
. 

_

: -( 

.
‘ 

■
"

、

, 
ー
-.
|
}§;%
爲

. #
^
算
,
搜
'-
^
如
何
，な
义

事
:1
1
の
下
-に
招
來
さ
れ
る
に;^
つ

戈
:^
,
又
招
來
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
か
？.從
來
ョ
1a 

ッ
バ
大
勝
諸
國
は
世
报
市

f

に
鄭
.す

る

供

馨
CD
地
位
に
立
つ
て
ゐ
た
の
で
ぁ
る
が
、
.一

方
に
於
い
て
は
、
そQ

地
位
が
旣
に
ニ
十¥ 

f
來
益
：4
後
^
を

滿

七

谨

？
々
が
ら
、
他
方
に
於
ぃ
て
は
、
海
外
唐
物
の
購
入
を
差
按
ふ
べ
き
手
段
を
缺
ぃ
て
來
た
の
で
ぁ
る
。 

大
戰
後
：̂
ら
く
の
間
は
、
.
ア
メ
リ
カ
及
び
英
吉
利
が
大
睦
諸
國
に
對
し
、
そ
の
必
要
な
爲
替
資
金
を
貸
敗
し
た
の

.で
、
.絕
ぇ
ず
其
爲
替 

不
足
を
補
充
す
るI

.
が
出
來
た
。
然
る
.に
斯
る
資
金
の
流
入
が
熄
み
、
却
つ
て
借
入
資
金
の
返
還
が
請
求
さ
れ
る
に
及
び
，
先
.づ
第

,
1
.
%東
部

3
.
'1

^
:>
;̂

プ
ロ
ッ
ク
醫
の
み
が
、
金

0
喪
失
さ
へ
厭
は
な
け
れ
ば
猶
ほ
維
持
し
得
た
に
過
ぎ
ぬ
0
そ
こ
で
本
位
0
危
機
に
臨
ん
だ
諸
國
汰
、
爲 

替
の
銃
制
を
採
用
し
ク
之
を
強
化
し
て
國
家
に
依
る
全
周
的
の
爲
替
管
理
ゼ
實
施
し
ゃ
办
^

る̂
在
外
資
金
を
動
員
し
、
而
し
c

f
ラ 

ン
ス
フ
ァ
1

•
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
施
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
第

一’

に
は
爲
替
相
場
の
無
銃
制
の
偎
落
を
阻
止
し
ゝ
第
ニ
に
は
.、

國
家
政
笟
上
缺
ぐ
可
ら
ざ
各
啟
替
の
需
要
を
充
足
レ
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
で
麥
く
の
場
合
，
國
民
經
濟
0 -
活
動
促
進
の
た
め 

に
焱
要
なF

外
敵
故』(

殊
に
原
料
乱
及
び
食
料
品)

の
跃
低
限
淤
の
鹙
入
會
確
保
し
ょ
ぅ
と
す
る
點
が
、
全
く
重
要
な
目
的
と
な
っ
て
ゐ 

た
0:
’负
あ
る
0

(

斯
樣
を
一
方
で
ば
對
ル
交
通
の
^
融
部
面
は
盆
々
齓
*
の
絢
制
に
陷
る
に
至
っ
た
が
、
他
方
で
は
外
國
品
寶
貢
の
自 

敗
はi

i
i

れ
，ま
だ
犯
次
制
隞
さ
れ
■て
は
'來
た
沢——

徼
ほ
姑
ら
ぐ
殘
稂
し
て
ゐ
た
。
脱
.が
、
斯
様
に
貨
幣
的
危
局
に
立
0 .
た
諸
國
と 

取
弘
す
1
外
國
0.
;
贸
％
業
者
ゃ
金
»
贫
著
は
、耵
_
き
商
：：§.
.賈
ん
ヤ
代
金
茭
撖
ぞ
を
繼
續
し
.て
，行
ひ
、
而
も
こ
の
場
合
輸
出
尤
り
も
ょ
り 

參
紙
の
輸
入
を
な
し
て
、
結
局
貨
幣
危
機
國
に
澍
す
る
對
外
受
拂
.は
支
拂
超
過
を
示
し
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
商
品
供
^
ょ
h
生 

じ
た
衝
權
?>
-
'\

处

旣

紙

の

费

仲

金

^:
、
屮

免

に

囘

收

ず
る
こ
と

は
出
來
な
が
夂
た
の
で
あ
る
。

■一
 
方
本
位
危
擞
國
に
於
い
て
も
ゾ
對
外 

債
歡
者
ば
私
經
濟
的
に
.は
全
く
支
拂
意
見
も
能
力
^;
有
し
て
-居
り
、
■中
央
銀
行
に
對
し
爲
替
の
狒
下
を
中
吿
し
、
ぞ
れ
に
對
し
攔
內
通 

m

t
敗
•で
拂
逐
^-
完
了
ヤ
か
こ
と
が
批
來
た̂
恥
抓
中
央
檄
關
は-̂
右
の
如
ぐ
挪
込
ま
れ
た
金
額
を
ば
良
由
に
外
國
に
ト
ー
フ
ン
ス
7
ァ.
 

1
す
石
0
ど
は
'
國
苽
經
»
ぬ
籐
迫
狀
態
に
>服
合
0'
て
不
可
能
で
あ
を
と
認
め
た。

’ 

• 

•
.

斯
る
事
態
が
或
る
期
肥
取
續
す
る
.な
ら
ば
、
本
位
危
機
國
と
、
そ
の
國
に
對
し
輸
出
ょ
り
も
多
額
の
輸
入
を
行
ふ
邯
手
國(

債
權
國) 

ど
^
眺

(»
.
.兗
易
呔
铷
然
倏
止
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
位
危
機
國
か
ら
み
れ
ば
、
興
顧
客
を
喪
失
す
る
こ
と
、
な
り
、
却
っ
て
必
要 

な
祆
爲
替
獲
得
な
機
會
を
货
ム
.0
之
を
相
令
亂
た
を
債
權
•齔
侧
か
^

1
1
PI
へ
ば
へ
も
の
.若
干
の
.
.輸
出
の
喪
先
と
云
ふ
こ
と
の
外
に
、
旣
に 

凍
結
し
••て
れ
る
債
權
ど
、
畏
期
搜
資
か
ら
將
來
生
ず
ベ
き
要
求
權
忐
を
放
棄
す
る
こ
と
る
.0

斯
ぅ
し
た
國
民
經
濟
的
並
に
私
經
濟， 

的
事
態
ば
必
然
協
調
1
必
虱
か
ら
し
め
、
茲
に
爲
替
澈
算
觚
度
の
成
立
を
觀
る
'に
茧
っ
'た
の
で
あ
る
。

「

‘
，

*
•

.

獨
逸
を
中
| &
>」

せ
る
爲
#
淸
算
協
定 

, 

四〔
1

•(

四
五
七)

、



獨
逸
を
屮
心

W

せ
る
爲
将
淸
嚴
協
定

 

4
 

四
二
 

(

四
芄
八

)

- 

•
ー
要
ず

^ |

に
、
，.爲

替

淸

篼

制

度

を

招

來

す

石

に

.

至
つ
，た

原

因

ば

、
.國

際

聯

盟

の

調

丧

の

尕

し

て

ゐ

る

や

^-
に
、

第
 

一*
に
は
、

外

國

爲

替

. 

取

引
^

就

制

に

對

す

る

對

抗

手

段

の

务

耍

と

宏

ふ

‘こ
と

で

あ

，

り
、
第

「
「

に

は
、.

爲

替

銃

制

が

ら

必

然

柒

ず

る

輸

入

の

銃

制

と

运

ふ

こ

と

で
あ
‘
产
膠
し
て
斯
る
事
態
は
、
'爲
替
管
理i

と
爲
#;
自
由
國
.と
の
間
の
み
な
ら
ず
、
爲
替
管
理
阈
相
互
間
に
於
い
て
も
又
'
そ
の
病

-:

.

へ.
”
..-
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-
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,

’

前
述
の
'

如
< :

に
、
.

爲

替

溃

算

協

定

を

&

結

ぞ

し

め

る

に

至

0
た
も
'

の
は
、

結

埼

主

と

し

て

國

際

的

支

拂

の

停

滯

と

い

ふ

こ

と

で

あ

つ

海

タ
：1

,

方
略

：簾

: ^
p

, v
:

:

債

權

國

恕

る

舊

來

の

®

品

偾

權

及

：
び

金

融

債

親

か

保

有

國

啟

- >
_

あ

議

... 

- 

■
. 

. 

一 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

權

を

ば

最

も

確

览

且

ク

迅

速

に

囘

收

す

る

こ

と

‘

が

出

來

る

と

信

ず

る

と

同

時

に

、

他

方

に

於

い

て

、
債

務

國

は

、

借

入

外

資

若

し

く

は

'' 

そ

の

他
.

Q

甚

額

の

金

酼

的

^

m

 

(

戰

，債

等

)

返

濟

の

濟

吿

を

受

け

て

も
、
そ

の

債

務

を

決

濟

す

る

に

足

る

爲

替

を

調

達

す

る

こ

と

が

出

來 

な

か
o '

た

の

で

お

る

。—

' 

-

■

.

，と
こ
ろ
'で
、
清
奪
協
定
が
漸
次
增
大
し
て
來
る
と
*
關
係
各
國
が
自
由
に
處
分
し
得
る
自
山
爲
替
は
益
々
少
^
と
な
つ
た
0
ぞ
の
結
：
 

果
、
'必
然
的
贮
淸
算
制
度
1
ば
益
々
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
.な
つ
だ
の
で
あ
る
。
故
に
斯
る
淸
算
制
度
の
目
的
は
、
單
に
睞
称
の 

商
乱
资
權
及
び
金
融
歡
權
を
ば
"
新
規
の
商
品
貢
入
に
ょ
つ
て
部
分
的
に
囘
收
す
る
と
い
ふ
點
に
存
し
た
の
.み
で
な
ぐ
、
又
相
繼
續
す

.

.

.

. 

:
:
;
.

'•
.

- 

.

.
r 

•'
:
. 

. 

• 

.

.:■
'

■

.

.

.

.

.

.

.

 

-
.

.

.

.

る

商

品

取

引

に

於

け

る

支

，拂

を

も

相

殺

す

る

、と

い

ん

任

務

が

與

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

'

.

.

.

.

.

.

. 

, 

. 

-

"

r 

: 

. 

.... 

.

.

.

.

如

く

の

如

き

金

鼬

政

策

的

良

的

の

他

杧

、

猶

ほ

淸

算

協

定

抆

も

う

一

つ

の

貿

氣

政

策

的

目

的

^

有

じ

得

る

ゅ

で

ぁ

る

”

即

ち

斯

る

協

觉

乃
.
逮

爲

替

管

理

を

施

行

せ

る

國

か

ら

の

輸

人

業

者

達

は

、

'

彼

等

が

自

山

に

處

分

し

得

'

輸

人

爲

替

を

節

狗

し

ょ

ぅ

と

す

る

場

合

、， 

或

は

當

局

款

が

彼

等

‘
に
.
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濟
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.
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右
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西
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ぁ
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だ
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^
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あ
つ
た
。
そ
の
結
果
、
瑞
西
輸
入
業
奔
の
支
拂
分
の
‘三
分
ノ
一
乃
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四
分
ノ
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丈
を
，ば
、
瑞
西
の
匈
牙
利
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輸
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代
金
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濟
に
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當
す
る
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1の
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は
，何
牙
利
國
產
行
の
自
由
處
分
に
要
ず
.る
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と
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ふ
こ
と
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兩
國
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府
の
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見
が
一
致
し
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で
あ
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併
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取
く
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ニ
部
六
坪
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さ
れ
て
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牙
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分
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代
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濟
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萬
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萬
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V

o中
央
銀
行
間
I
協
定
の
方
甘
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
中
央
銀
行
は
獨
立
し
て
協
定
を
締
結
す
る
の
で
は
な
く
、
.政
府
の 

指
蹲
の
下
に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
國
家
的
協
定
た
る
に
は
變
り
な
い
の
で
あ
る
。

- 

f 

• 

. 

-
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.

.後
者
即
ち
私
的
淸
第
協
.足
は
、
輸
汛
業
者
及
び
輸
入
業
者
が
拙
瓦
に
直
接
偏
定
を
な
す
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
所
謂
商
品
淸 

箅(Warenclearing)

即
ち
バ
ー
タ
ー
に
終
る
こ
と
が
多
い
し
、
又
さ
ぅ
で
な
い
と
し
て
も
强
行
的
性
質
を
も
た
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、 

i
替
淸
葬
德
定
か
ら
は
除
外
す
る
を
至
當
と
す
る
。 

：
：

併
^

;&
が
ら
秘
的
淸
算
協
觉
は
、
所
謂
爲
替
淸
傅
協
觉
を
最
も
單
純
化
し
た
形
式
と
も
言
へ
レ
の
で
あ
る
か
ら
、
概
略
な
^
ら|

蔑

' 

之
に
觸
水
て
お
か
ぅ
。
即
ち
"
私
的
淸
第
協
定
は
、
ニ
國
の
貿
易
業
者
が
和
互
に
尚
品
の
交
換
を
約
す
る
場
合
に
行
は
れ
：る
の
で
あ
る 

が
、
1
償
他
引
の
*

^
に
適
當
な
輸
也
業
者
と
輸
入
業
者
と
を
結
合
す
る
と
.い
、ふ
こ
と
は
屢
々
闲
難
で
あ
る
。
藉
し
輸
出
及
び
輸
入
の 

業
務
が
單1

の
貿
邊
業
盏
の
手
に
於
い
て
集
冲
.取
扱
は
れ
な
、け
れ
ば
な
ら
ぬ
咖
ら
で
あ
.る
。
斯
る
困
難
.に
も
拘
ら
ず
、
多
#0

:

私
阶
靑 

第
他
引
亦
成
立
す
る
に
至
づ
，て
居
る
の
み
t
ら
ず
、
求
償
取
引
を
.媒
介
し
、
關
係
兩
國
に
於
け
る
適
當
の
貿
易
業
者
を
糾
合
す
る
の
を

. 

任
激
と
ザ
る
仲
介
機
關
す
ら
も
設
时
ら
れ
て
ゐ
る
の
々
1
るo

又
多
夠
的
な
求
償
取
引
も
亦
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
例
へ
ば
佛 

湖
西
製
品
がn

ス
タ
リ
叻
.へ.
.輸
出
さ
れ
名
、

=»
ス
•タ
リ
力
か
ち
は
そ
れ
と
交
換
に
國
產
品
が
瑞
典
に
輸
出
さ
れ
る
、
M
に
徜
典
か
ら
そ

:
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:-

'0
4:
產
.
が
獨
逸
へ
輪
出
さ
れ
る
ノ
と
ぃ
ふ
こ
と
も
行
は
れ
た
の
で
ぁ
る
0.
尤

も

撕

る

取

引

が

.一

質
易

業
者
の
手
で

行
は
れ
る
と
い
ふ
，

こ
と
は
、
.
.資
本
カ
や
取
引
關
係
か
'ら

皆

,0
て
卑
ろ
例
外
の
場
合
と
言
つ
て
ょ
い
の
で
，あ
.る
。 

.

.
-
‘
‘

丨

/ 

っ
.以

上

の

如

唐

，私

的

淸

算

取

引

_の
若
干
進
ん
だ
形
式
は
、
圾
間
會
-»
が
；
國
政
府
又
ゅ
政
府
機
關
と
の
間
に 

> 右
と
同
撒
の
取
引
修
約 

を
取
^
結
ぶ
場
合
で
あ
へ
る
？
.こ
の
種
の
.猜
算
の
一
例
を
摩
げ
る
と
、，
獨
逸
の
レ
ー
•.ム
ツt

A
R
e
e
m
t
s
m
a
v
:
#
#
^
、

土
耳
十
-4
ブ
ル
ガ 

リ
ア
省
び
ギ
リ
シ
ャ
4
數
苹
前g

實
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
レ
ー
ム
ツ
マ
が
右
三
國
の
.政
府
蒞
し
く
は
中
央
銀
行
と
協
宛
を
締
結 

し
、
；此
等
の
，一1ー
國
.か
ら
煙
草
を
買
入
れ
、
.
.そ
れ
に
對
し
て
獨
逸
の
.商
品
輸
出
或
は
，獨
逸
の
此
等
諸
國
へ
の
旣
存
潰
權
を
以
て
淸
篇
し
た 

，の
で
あ
る
ゾ
同
榇
の
賴
約
が
ブ
レ
'
1
メ
少
の
貿
易
業
者
と
埃
及
政
府
と
の
曲
に
成
立
し
た
こ
と
^
あ
る
。
こ
の
場
介
に
は
埃
及
政
府
は
' 

獨
_

素
>

ン
ヶ
ず
！

>

か

ら

五

百

萬

，
マ

ル

ク
ス

の
お
灰
加
巫
を
’貿
入
れ
、
.そ」

れ
に
對
し
て
、
.ブ
レ
r 
メ
ン
•質
易
業
客
が
埃
及
描
を
買 

付
け
る
<
!い
ふ
0
で
あ
つ
た
0
. 
‘

/

/
協
宛
當
事
者
の
'1. 汸

が
位
間
企
業
で
あ
っ
て
も
、
持
續
的
に
爲
替
の
淸
算
が
行
过
れ
る
な
ら
ば
、
之
を
も
爲
替
淸
算
協
定
と
.稱
.

：3

て 

差
支
龙
い
4
思
は
れ
-る
.が
、
併
、1
以
上
の
如
き
：揚
合
は
結
局
商
ロ
|
淸
算
と
觀
ら
办
る
で
あ
ら
ぅ
。

• 

:

:

:

.
'い：
..
.
■■ 
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 ̂
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,

爲 

1

黨
協
足
の
，最
も
嚴
格
な
形
武
は
、
勿
論
國
家
的
淸
算
協
定
で
あ
る
。
獨
逸
の
爲
替
管
娌
法
、に
於
い
て
は
、「

淸
篇
協
宛
-

CVei
：

丨
 

-we
c
l
l
l
^
g
s
a
^
o
m

-pen) 

i
社
、外
國
の
政
府
、
中
央
銀
行
若
1
く
は
'外
國
に
於
い
て
公
式
に
認
め
ら
れ
た
る
淸
算
機
關
と
の
問
に
締
結 

せ
ら
れ
、
.且
つ
.吏
拂
交
通
を
ば
全
部
浩
b
く
は
1
部
淸
算
原
則
に
：基
爸
て
調
盤
す
る
こ
と
:%
'^
す
る
協
定
な
り」

と
宛
顧
し
て
ゐ
る
。
. 

商
品
取
引
か
ら
坐
ず
名
支
狒
で
あ
つ
て
-?
淸
算
に
移
じ
得
る
も
の
は
、
'オ
ペ
て
淸
算
'<
D
te
務
を
負
つ
て
ゐ
石
。
の
み
な
ら
ず
商
品
取
引

く
、へ.：.

一二；，：：：':

ッ
冗
襄



辑
逸
を
中
心
>

」

せ

-6
鴒
噃
淸
鴒
捣
货 

闼

八

.

(

四
六
四) 

以
外
に
：1
資
本
取
引
、：
外
國
旅
行
#

商̂
ロ
:1
?1
の
1

費
用
等
に
袢
ふ
亥
拂
も
亦
>
威

>
淸
算
に
加
へ
ら
れ
る
。

.

% 

:

.

.

.
私
的
求
償
取
引
^
嚴
格
な
淸
箅
協
定
^
の
中
間
^
位
寸
名
形
式

.̂
し
.て
，、
支

拂

協

定
0
2
&
1
1
1
1

的
5
&片
0日
日6
1
1
,

)

な

る

も

の

が

あ

る

。

顶 

:

も
^
逸

，
に

於

い

、
て

は

、

支

盤

萣

;f
c
舊
形
式
••
<
»
:
新
形
式
と
の
'ニ
^
の
#:
類
が
あ
る
0.

蕭
式
の
亥
桃
協
定•は
、.
爲
替
割
當
が
無
ぺ
尨: 0

て
' 7

っ
，翁
に
於
い
て
も
、
猶#

引
f

輸
入
I

し
、
從
っ
て
同
時
に
輸
出
を 

な
し
得
る
仕
組
の
も
の
で
本
っ
たo
、

新
形
式
の
支
拂
協
定
；̂

中
央
顧
行
刀
至
淸
尊
機
關
に
艰
寒
必
淸
算
卿
定
を
置
く
と
い
ふ
こ
と
を
し
な
い
。
協
約
國
と
の
間
に
、
專 

ら
輸
出
及
び
.輸
入
の
割
合
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
例
，へ
ば
獨
逸
が
A
國
と
支
桃
協
定
を
締
結
し
た
と
す
る
と
、
獨
逸
は
入
國
へ
0 .
輸 

:1
街
,'
^
;0
^
得
'^
輸
出
爲
替

:%
ば
>
:
%定
に
從
':
0

全̂
部
か
叉
_
1無
分
だ
げ
、：*
务
國
が
6
办
^

'吏
拂
.に
利
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
を
負
ふ
の
.で
あ
，名
0
:ネ
ぅ
少
し
具
體
的
^
言
ふ
と
*
獨
逸
が
恼
觉
國
A
に
對
し
て
j
本
年|

月
に
.一. 

億
マ
ル
ク
の
輸
出
を
^
し
■て
爲
替
を
取
得
し
，た
と
す
る
と
、
-爲
替
管
理
部
は
輸
入
管
理
部
に
.對
し
て
*
,三
月
_に
.は
<:國
か
ら
の
輸
人
に 

■
1;

億
マ
ル
ク
を
使
用
し
得
る
首
を
通
吿
，す

:^
。
そ
れ
に
從
つ
て
輸
入
管
理
部
は
個
々
の
輸
入
業
者
に
之
女
削
當
て
、
彼
等
に
爲
替
を
以
. 

て
す
1
史
拂
を
許
可
す
る
德
'#
證
明
書
を
與
へ
る
の
で
あ
.^0
. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

<

■.
:

-

';.
'
!

.

淸

箅

支

拂

協

楚

と

は

、，
爲
替
市
.場
に
對
す
る
關
係
に
於
い
て
乜
全
く
相
違
1
て
ゐ
る
.0
後

に

述

：べ

る

ぞ

ぅ

，に

、

淸

算

協

定

に
 

於
い
，て
は
輸
^
^
び
輸
A
の
れ
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
a
に
於

い
て
當
該
國
め
貨
幣
を
以
て
、
#
胄
の
.淸
算
機
關
知
ら
受
取
ら
れ
、.交
は 

そ
れ
に
.對
し
.

v

支
拂
讨
れ
.る
：0
だ
か
.ら

潙

替

，
に

ょ

：
る

.國
際
.的
ト
ラ
シ
ス
フ
-ァ
ー
は
行
は
れ
な
い
わ
け
.で
、
從
っ
て
外
國
爲
替
市
場
ば
全

- 

:

'
く
排
除
さ
れ
る
.°

と
こ
ろ
が
支
狒
锒
定̂̂
^

れ
.

V

も
、
侗
々
の
貿
易
歡
乾
隱
.に
於
^;
兮
.
爲
替
に
あ
を
史
拂
.が
抒
比
扣
>
0(7
>
で
«>
;
っ
で
、
；#
替
^
場
は
必
ず
し
も
排
除
さ
れ
な
‘い
办

が
^-
る
。 

, 

: 

:

'■
'

-

•■ノ

"

更
に
.獨
逸
に
於
い
て
は
.
r爲
樣
管
、#
<D
_

i
後
V
私
的
求
償
取
別
の
特
殊
の
諸
形
式
を
溉
達
せ
1>
め
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

^

中
指
垌 

さ
る
べ
き
も
の
は
、
ア
ス
ギ
跗
•

( A
S
K
I
; das 

Ausl

s::der-SOElderk

B;to 

f
i
i
.HInlands.zahl

§lg

國
內
支
拂
の
爲
の
外
國
人
轉
獨 

勘
定)

で
あ
る
，。
ァ
.ス
キ
は
、
獨
逸
へ
商
品
を
供
給
す
る
外
國
姝
に
原
料
供
給
國
の
貿
易
業
君
の
爲
に
、
爲
替
管
理
部
の
許
可
を
得
て
、
.、
 

爲
替
銀
行
に
設
定
さ
れ
る
特
別
‘勘
定
で
あ
っ
て
、
獨
逸
の
輸
入
繁
苕
は
，輸
入
代
命
•を
ば
こ
の
勘
定
に
拂
込
む
の
で
あ
を
？
外
國
輸
出
商 

は
、
と
の
勘
定
.を
以
て
、
•獨
逸
政
府
の
許
可
す
る
商
品
を
獨
逸
‘で
質
付
け
、
そ
の
代
金
.に
充
當
す
、る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
單 

純
な
バ
ー
タ
ー
制
の
場
合
の
如
く
に
、
豫
め
.一
定
せ
.る
商
品
を
貢
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
從
と
い
ふ
の
で
は
な
く
，

ぞ
の
希
望
す
る
.獨
逸 

商
品
の
購
入
.に
利
诩
し
得
る
と
い
ふ
便
{几
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
.る
。
‘
. 

‘
,

て
は
或
る
場
合
，に
は
、
こ
の
特
別
勘
定
が
個
々
の
質
易
業
者
の
爲
に
設
定
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

一
鈒
行
の
爲
に
ん
設
定
さ
れ
た
の
で
ノ 

あ
る
0
耐
し
.て
*
,個
々
の
貿
.易
業
苕
が
ァ
ス
キ
を
有
し
、
こ
の
勘
定
を
以
て
商
品
を
勝
入
せ
ん
ど
す
る
場
合
に
は
、
自
己
め
辟
に
^
を 

_
務
1
負
ふ
て
ゐ
た
の
で
.あ
る
が
、
.銀
行
ア
ス
キ
の
場
合
に
は
か
、
る
强
制
が
#
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
ア
ス
キ
所
有
の
銀
行
：
 

は
，
自
ら
は
商
品
を
»
入
し
な
い
.で
、
そ
の
勘
定
に
於
.け
.る
所
布
債
權
I
ぼ
他
の
輸
入
業
啻
に
寶
却
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
銀 

獨
：'逸
を

中

心
迂

.

.せ
る
..爲#
淸

算

協

定

.■ 

>
' 

■

四

九

(.

四
六
五

)

.
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橄
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淸
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泜
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1六
六
0 ' 

行
ァ
ス
.キ
制
は
淸
蓄
定
と
殆
ん
ど
同
槔
の
作
用
を
發
輝
す
る
办
で
あ
‘る
。
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H
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.

,
以
上
淸
箅
取
引
の
種
々
の
形
式
を
擧
げ
た
が
、
匆
論
爲
替
淸
箅
協
定
の
中
心
形
式

.は
、
淸
箅
協
定
と
玄
拂
像
定
で#

が
0

1«
:
:
等

の

協
 

走
に
關
し
て
は
、
欠
の
如
き
分
類
も
亦
行
は
れ
て
ゐ
る
o 

cf-
a

c

,
.ぐ一)

：

純
粹
淸
算
協
定(cl

s-ring-ag

.He
e
m
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de cleafin

oq;pur-AV
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'
關
'係
締
約
國
が
、?:
そ
.の
.全
商
品
取
引
の
調
盤
に
就
い
て®
め
を
結
び
、
輸
入
業
者
は
そ
の
代
金
を
ば
自
國
通
貨
を
以
て
支
拂
ひ
、
_

出
業
者
I

同
業
に
自
國
通
貨
を
以
て
代
金
を
受
領
す
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち
爲
替
ト
ラ
ン
ス
フ

T

1

が
^ '

然
排
除
ぎ
れ
る
。

'

つ
ニ)

純
粹

支
拂

協
觉
(
p
々
日
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■

:
ご
の
協
定
は
、
鴆
替
管
理
國
た
る
八
國
と
爲
替
自
由
國
た
る
只
國
と
の
間
に
締
結
さ
れ
る
が
、
そ
：の
際
A
國
は
、
七
國
へ
の
商
品
き
’ 

出
、か
ら
取
得
す
，る
輸
出
镓
替
を
ば
I

協
定
に
從
つ
て
一
定
額
に
達
す
る
ま
で_

-
’
B國
か
ら
の
輸
入
代
金
支
拂
の
た
め
に
輸
入
■業

 ̂

に
割
當
て
、
，’そ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
，.ァ
.
.
.
を
許
可
す
る
ど
い
ふ
軟
務
を
負
ウ
て
か
る
ビ
^

^
八
國
哼
へ
ル
國
に
對
す
る
輸
即
商
品
の
代
金
,
 

し
て
自
國
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
さ
れ
た
像
替
總
額
の
中
.

f
定
割
‘

八
：：

だ
け
を
ば
>

B
國
に
對
す
る
旣
存
債
務
の
分
割
交
拂
に
充
す
す
る
蒙 

激
を
負
つ
て
ゐ
る
。
但
し
そ
の
旣
存
債
務
は
、
商
取
引
に
因
る
も
の
た
る
と
、金
融
取
引
に
基
く
も
の
た
る
と
を
問
は
な
い
の
で
あ
る
。 

(

1
5淸
算
玄
拂
協
定(dearin

crq
and pa^ments-agreelnts ;

v
.̂l;ech§

gs.*§
d Zahlungs

ぎbl
c
o
m
m
e
n
「accords: de clearing*

.

.ニ
方
が
非
爲
替
管
理
國
の
場
合
に
締
結
さ
れ
る
^
の
で
あ
っ
て
、
'そ
の
國
の
.輸
入
業
者
の
拂
込
ん
だ
金
額
の
屮
■一
 
定
割
#
だ
.げ
が
、 

相
.手
國
屮
央
亂
行
'の
自
由
處
分
に
，委
さ
れ
、
“そ
れ
を
.以
て
協
定
以
^
か
ら
存
布
し
だ
舊
積
務
の
支
拂
そ
の
他
に
充
當
ざ
れ
る
場
喬
で
あ 

ぺ
る
-
W、
 

■ 

' 
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.
•

次
•に
、
.爲
替
淸
算
協
定
の
下
に
於
け
'る
商
品
の
移
動
過
程
に
’っ
‘い
_て
.、、
.若
干
.の
技
術
的
考
察
を
加
.へ
.て
，お
か
ぅ
。
/.
.
.:-「

.

.

.

.

-.
:

,次
に
揭
ぐ
る
表
の
彔
す
.迎
り
、
正
常
，の
狀
態
の
下
.に
於
.い
.て
•は
、

一
_
民
經
濟
か
ら
他
，の
國
民
經
濟
へ
の
商
品
移
動
.ばr

之
，に
對
立 

す
^/
.藤
昝
ぴ
珍
胁
を
伴
っ
て
办
る
。ハ
敕
で
ば
逆
爲
替
に
ょ
る
貿

I
の
決
胄
と
.い
ふ
が
如
ぎ
點
を
劳
.慮
外
に
超

;<
')

。
而

し

；
て
.貿

易

決

.濟

譽

(

鑛

通

貨

^
寶
買
ば
逋
例
爲
替
馨
を
通
套
费
货
パ
寅
ま
爲
蒙
行
ぼ
相
其

^
間

迄

^

^

る

爲

替

取

引

を

通

’
.じ
ぞ
之
を
’出
來
あ
丈
.決
濟
す
る
の
せ
-あ
る
0
,
‘ 

: 

.

,

. 

:

.

.

.
,
寥

淸

多

協

定

：
の
，
中

、
，

.茭

狒

協

定*\
殊
.に
獨
$
®*
定
.̂

双

塑

，と

す

る
».
^
豸
0-
下
に
於
い
て
は
、
商
品
移
動
と
㈱
#
移
_
と
は
、
辦 

”，..1 

‘获4

彔
す
正
常
狀
_
の
曝
免
ど
大
同
小
異
で
あ
各
:0
た
.
支̂
拂
m
定
の
下
に
於
い
•て
は
、
輸
出
と
輸
入
と
が
像
«
ざ
«
た

1
定

<7
)
割 

，.合
を
.塔

-均
#
だ
傲
た
し
め
.
kれ
，る

點

：
に
.、
-根
本
的
•差

異

•が#
ず
ざ—

丈
け
.で
あ
る
0;
:
’ 

■
ニ

/ 

•■:
'
•

'•/
•
^
r

こ
^
が
、
本
來
の
淸
箅
傲
定
：の
下
に
^
い
.で
'は
、
事

態

は

全

.<
:異
を
の
.、で
あ
石
。
：即
ち
協
史
國
間
の
貿
易
は
、

IK
常

‘の
場
.介
0

¥

• 

.

.

. 

.
•
» 

• 

. 

- 

i
-
. 

‘

芩

5

貧
易
當
裏
間
に
直
接

‘に
，爲
替
を
授
受
し
て
決
濟
し
^
い
o
代
金
^

^
の
掌
に
^
.る

も

ル

$
.
:
そ
^
爲

め
^
特

設

さ̂

£
機
_

•

々

ヴ

が̂.
甘
る.爲
#'
淸

笕

協
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獨
逸
を
.ヤ
‘心
.ミ
せ
る
爲
费
淸
笕
捣
定
 

五
二 

0
四
六
\
ノ

で
あ

つ

で

、

多

く

の

、場
合
，に
ば
中
央
銀
行
が
典
機
關
と

な

る
の
で
あ
る
が
、
又
求
償
局(compensation 

o£ace)

と1K

一
ふ
が
如
き
時
設
へ 

機
關
に
依
‘る
.こ
と
も
あ
-る
:0
之

を

些

か

具

體

的.に
.述

ベ
る
と

、
.協

定
國
開
に
商
品
取
引
が
行
は
れ
た
場
合
、
.輸
入
者
は
自

國

の
斯
る
#
. 

設
機
關
例
へ
，‘ば
，中
央
銀
行
に
對
し
、
ニ
切
の
關
係
書
類
1
添
付
し
て
輸
入
债
務
の
通
吿
を
す
る
。
中
央
銀
行
•の
認
可
が
あ
れ
ば
、
輸
入 

者
は
自
國
通
貨
を
以
.て
、
そ

の
代
金
を
ば
中
央
銀
行
に
拂
込
む
:0
中
央
銀
行
は
此
•の
拂
込
ま
れ
た
金
額
を
ば
、相
手
國
中
央
銀
行
の
た
め 

“に
開
設
し
た
特
別
勘
，M
に
保
管
す
る
の
で
あ
る
が

、
' 輸
入
國
中
央
銀
行
は
輸
入
代

金
.
の
拂

込

を

受

け
る

と

.
、直
ち
に
そ
の
ハ
旨
を
輸
出®
 

, 

中
央
銀
行
め
逋
郑
ず
各
_

«
出
鼠
射
央
銀
行
：は
輸
出
渚
に
對
し
同
_
の
通
細
ぞ
發
し
、
相
手
陳
.中
央
銀
行
€>
爲
に
保
管
す
る
#

_

'.
■>
;自
國
«
幣
钇
_

"歡
奢
ぬ
代
翁
ど
支
撖
_
の
：：で
ー
ぁ
^
:;:
:*9观
教
锿
觉
：國
間
の
賛
暴
_

_

事
者
間
0
*
_

灣
の
代
が
ぬ
1
«
出
苕
^

^

^
自
_
敗
张
,

''
'
#の
_

に
-̂
_

代
<
#
ゆ
受
取
及
«

1|
入
代
金 

，ひ
、
'兩
國
中
央
銀
行
相
互
間
に
そ
の
旨
の
通
知
が
な
さ
■.れ
る
だ
け
で
あ
る
。
國
民
經
濟
上
‘か
ら
觀
る
と
、
1H
常
の
場
合
に
於
け
：る
.國
際 

收
支
は
_
と
し
.て
铵
替
龈
行
を
逋
&
て
決
濟
さ
れ
る
：_
で
あ
岑
が
、
.ヽ
そ
の
役
割
が
ノ
爲
替
淸
算
制
度
^*
於
い
て
は
牝
央
銀
行
に_
占
集
：
 

中
さ
れ
る
の
で
あ
る-0
:而
し
て
爲
替
液
篤
制
度
の
下
に
於
い
て
も
、
貿
易
は
協
定
附
國
の
何
れ
か
一
方

の

貨
幣
又
は
：
i

l國
の
貨
幣
を 

以
て
取
引
さ
れ
る
の
で
.あ

：る
‘
か

ら
•取
引
■過
程
中
少
く

，
と

も一
.
度

は自
國
貨
幣
と
外
國
貨
幣
と
の
換
算
が
必
要
と
な
ぞV殊
に
取
引
は
、 

協
觉
國
の
：中
、.；爲
替
管
理
の
行
忧
れ.ぬ
且
：つ
貨
幣
價
値
の
安
定
レ
だ
紙
濟
有
カ
國0

1
:̂

以
：て
汙
は
れ
る
こ
と
：が
多
；い
.の
で
あ
る 

が
、
•輸
人
者
は
そ
.の
輸
入
代
金
衫
ぱ
&
國
唞
央
銀
行
ぬ
拂
攻
な
歡
歡
を
氤
國
货
幣
ぞ
機̂
^

ひ̂
^-
鼠
則
^

協

宠

國
< D
:
.
1
方
<£
>

貨

幣

を

箱

手

國

貨

幣

に

換

^
:
.
尤

を

割

合

を

豫

め

協

定

す

る

必

要

が

ぁ

る
。

こ
の
揪
# '

电

に

關
.レ

、
ニ
^

^

懷

定
<?
>
'
選

擇

0
M/
-
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丨

喷

，
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五
四
•
- 

(

2
.七
0)

し
た
所
炫
、

以
て
す
る
場
合

(

ハ
ン
ガ
リ
l

e
野
翁
の
協
觉)

、(

ニ)

吏
.拂
日

に

於

け

る

養

相

黑

黑

墙

合(

伊(
太
利
•
•、ル
V
マ
P
ァ
m
定
等)

、
s

o

m
國̂
に
於
け
る
一
定
株
武
取
引
所
に
於
い
七
肆
て
ら
れ
る
仲
値
相
場
に
依
る
場
食
怫
獨
協
定)

、

.

.

.

.

.■•-:
■'■.
 

,
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

,...' 

.

.

.

. 

.
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. 

- 
.

r.;
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....

(

四)

、
，
市

場

相

場
4
1以
て
ず
る
，場
合(

獨
逸
>
デ
ン
マ
ル
ク
協
宠
、瑞
典

*土
坪
十
：>
獨
逸
間
の
協
定
等)

(

五 
>
ー
走
の
安
定
通
貨
又
は
株 

■

武
取
引
所
に
懸
ゐ
：取
外
相
場
を
.以
於
す
名
瘍
合(

澳
太
划
-«
定
妻(

4
#
^
^

國
奴
_
算

霞

の

：間
扣
於
け
る
協
笟
裉
_

へ
_
逸
及
.：
 

び
土
坪
古
に
對
す
义
伊
太
利
協
宛)

或
は(

七)

各
淸
算
機
關
の
專
門
家
の
決
定
す
る
相
場
に
據
る
場
合
等
が
あ
る
。.

爲
替
淸
算
制
度
.に
於
け
も
國
際
貿
易
の
決
濟
過
程
は
--
-
/
1
そ
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
之

;^
協
定
國
の
一
方
に
就
い
て
觀
る
に
、
該
國 

に
於
け
る
輸
出
:#
W
結
局
自
國
の
輸
人
者
の
支
挪
代
金
^
中
か
ら
共
、の
觀
出
代
金
を
受
取
る
の
で
.あ
る
。換
言
す
れ
ば
、自
國
中
央
銀
行 

に
於
け
：る
相
#
國
中
央
銀
行
の
特
別
勘
定
に
淺
高
f

り
さ
へ
す
れ
ば
、
そ
の
，淺
高
が
ら
輸
出
代
金
|:
受
取
0
得
名
の
で
あ
る
o
:故
：に 

葙
し
其
の
淺
高
が
皆
無
と
な
れ
ば
、
輸
出
代
金
の
受
領
が
，出
來
散
.
.い。
輸
出
者
の
代
金
受
領
は
、
原
則
と
し
て
、
和
手
國
輸
入
者
の
亥 

挪
順
序
に
從
ふ

.の
で
あ
.る
か
ら
、
.輸
出
客
は
此
の
場
合
*
そ
の
順
锥
の
齓
來
と
淸
算
葙
金
の
'增
加(

即
ち
自
國
輸
入
者
の
支
拂)

と
を

、
.
：
.

*

.

.

.

. 

. 

:
.
. 

. 

• 

-
: 

: 

.

.

. 

. 
,
 

>
.
.;
.パ..

待
づ
，の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
尤
も
國
に
依
つ
て
は
、
.輸
出
者
が
直
ち
.に
其
の
代
金
.を
受
領
し
得
な
い
場
合
に
、
•.そ
の
輸
出
金
額
の
或

• 

. 

.

.

.

.

.

.
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-----------------
バ-へ -

-
V

,

-

.る
部
分
に
對
し
て
前
貸
を
行
ふ
こ
と
も
あ
る
。

.

.
,
ン
‘

 ̂

,

!.
' 
_

.

.

.

.……

-
................................................ 

-

.
^
に
角
、
淸
算
檄
關
に
.淸
第
签
金
が
留
保
さ
れ
て
居
り
さ
.へ
ず
れ
ば
、
質
易
ほ
繼
續
し
て
~行
は
れ
得
る
譯
で
あ
る
が
、
又
之
を
輸
入
輝

<'■-
 

... 

- 

J
.
I
、
. 

• 

. 

'
;
•
•
•
• 

. 

, 

- 

•

ぐ

,.*
■•、
'
.
.
-

過
の
^

ち
み
る
と
、

中
^

€
行
に
於
け
る
相
手
國
蓮
顧
杇
勘
潜
に
炫
淺
高
が
常
に
存
莅
す
を
譯
で
ぁ
る
。
蔻
し
淸
算
機
關
：が 

自
國
輸
出
芝
對

^
て
^
ひ
漉
ず
ょ
”
も
ゥ
自
國
輸
入
者
か
ら
受
領
す
る
金
額
^
方
が
超
過
ず
る
が
&
で
ぁ
本
^
斯
る
輸
入
超
過
國
は
：

通

刺

債

權

國

：
の

.地
#
に
在
名
め
难
あ
.：る
.が

:>
右
の
.如
く
し
.て
朱
ず
る
餘
剩
は
、
そ
の
一
部
分
を
ば
木
位
劣
弱
國
の
.た
名
に
咱
冲
處
分
を 

許
す
ふ
伺
時
杧
、ぃ
叉
兔
の
殘
額
令
ば
、
：自
國f

膂
投
嘹
碱
攸
谏
結
む
戈
商
品
債
權
の
.個
象
に
.洗
當
す
;^
と
^
妒
多
ぃ
0
:
.
;
即
A
念
に
ょQ

 

て
だ
相
手
阖
の
何
久
も
利
得
^
な
い
げ
抓
省
-

^

御̂
汰
兔
損
失
是
鐵
む
る
者
淤
な
い
の
で
必
^ '

.

--
:

.

.

: 

<-
更
此
沒
淸
算
働
定
_
漓
わ
決
濟
枝
術
に
.0
:
%て
：漱
幾
多

.<
0
場
合
抓
％
み
が
，
之
を
大
別
す
る
^
、
1
勘
定
制(

E
i
n
k
o
n
t
e
l
s
t
e
m
)

と

y

 
勘
究
制C 

皆
^
^
落 w

y
s
t
f

 )

と
^
な

る

讀

ー

，
'
_
.
.
,
_
ふ

 

 ̂

- 

v
v
.
^
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 ̂

^
,
、
.
リ
::

' 
ー

冷

ネ

ザ.
•'
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途

勘

定

制

y

炎
‘
て
.は

-:
:
:
.
'
_

膝
§
:
_€>
淸

算

機

關

が

そ

；れ

ぞ

机

、
一

.個
宛
や
勘
龙
を
設
け
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
時
の
情
^g
應
七 

t̂
孰
机
か
一
方
の
勘
宠
に
殘
高
が
存
ず
る
‘こ
と
に
な
る
:;
<
>
:
:
^

の
場
命
;«
,施
に
前
に
說
朋
し
た
贷
こ
ろ
で
沓
る

V°
併
し
.

U

勘
定
伽
の
場 

合
.で
-%
、
債
務
教
が
送
狀
比
從
つ
て
--
\
外
掘
通
貨
で
自
國
淸
算
機
關
の
有
す
る
殘
高
か
ら
必
要
額
を
1:
入
れ
る
こ
^

を
>
ー
碗
定
す
.る
と

■ 

■ 

- 

.

.

.

.

.
ノ
 

.

.
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.

.

.

.

.

. 

- 
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■■■:-.
 

.
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.

も
あ
る
。
.
.

AJ

加
は
外
貨
の
換
算
を
ば
、
观
宠
國
の
，兩
者
に
於
い
て
ニ
茁
に
行
ふ
こ
と
か
ら
组
ず
洛
爲
替
危
險
免
避
.け
2
;3
と

し

；ズ

ゐ 

る
.の
で
あ
る
。
強
れ

•に
反
し
セ
一
勘
定
制
は
:.
:
'
'■
裳
事
者
や
ー
.方
に
勘
觉
の
.特
設

;$
れ
名
場
合
で
あ
る
。
例
へ
ば
、f

別

勘

定

が

.外 

國
：:-
r
t設
置
4
れ
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
獨
逸
.の
韻
務
者

-1
集

：の
支
娜
§
«
行

-.
0
た
め
芯
は
、
當
該
外
韻
,®
篇
■

■
艽
龙
A
啁
逸
淸
算
谶 

關
の
殘
髙
か
ら
、
外
國
通
«
を
以
て
債
務
額
炙
け
實
取
ら
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
斯
る
場
合
は
寧
.ろ
異
例
に
屬
す
る 

肩
の
で
、
通
例
獨
邈
の
.輸
入
業
#
は
、
外
國
0
取

»|
1
當
事
者
の
た
め
に
、
ラ
ィ
ヒ
ス
マ
ル
ク
で
獨
逸
淸
算
機
關
に
拂
込
む
.の
で
あ
る
.0
: 

，■孰
れ
ぬ
し
て
も
，經
濟
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
こ
‘勘
定
制
と
一」

勘
§

と
の
間
祀
は
^
質
的
相
違
淞
存
在
し
な
い
.の
で
あ
つ
て
ハ
た
y

:
.

:
:
て
.

'

: 

... 

• 

* 

■

.

.
I
.
'
' 

〕

:
.
.
.
- 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.:i

勘
记
制
、に
花
つ
て
は
、
相
異
る
通
貨
を
以
.て
保
荷
さ
れ
る
ニ
侗
の
勘
毙
を
相
殺
す
る
必
要
が
な
.く
、
從
つ
て
淸
算
相
竭
を
狄
定
す
る 

獨
逸
を
屮
心w

せ
る
偽
#
淸
_
協
足 

羞

卜

四

.セ

-
；

5
'



獨
逸
を
中
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せ

る

镔

替

淸

箅

協

定
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.
 

困
難
の
.
#
法
し
な
い
點
に
於
い
て"
長
所
を
有
す
石
の
で•あ
る
。
而
し
て
一
九
兰
五
年
に
於
い
て
は
、
ニ
勘
定
制
は
漸
次
後
退
し
つ

、

‘
 

あ
る
と
言
は
れ
た
が
、
. #
1

ー
九
三
六
年
の
各
國
本
位‘の
.動
嵇
似
.來
、
w

.r
x

ニ
勘
记
制
が
前
酣
に
現
は
れ
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
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.
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.
獨
逸
が
馨
淸
算
協
定
を
採
用
す
る
に
至
つ
た
過
程
を
み
る
と
、
ニ
つ
.の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

一
方
は
獨
逸
が
積
極
的
立
場
：、匸
立 

つ
た
場
合
で

あ

り

、
地
方
は
逆
に
獨
逸
が
消
極
的
立
場
に
遛
か
れ
た
場
合
で
あ
.る
。
先
づ
最
初
は
前
笤
で
あ
る
が
、
獨
逸
：の
淸
算
制
度
採 

，用
は
* 

m
.
l

a

ッ
パ
の
爲
替
管
理
諸
國
を
ば
特
殊
の
支
拂
機
鞲
を
通
じ
て
獨
逸
と
有
機
的
關
係
に
立
た
し
め
、
以
て
獨
逸
輸
出
貿
易
か 

ら
坐
ず
る
債
權
を
ば
外
國
の
爲
替
管
理
か
ら
保
誰
し
ょ
ぅ
と
努
め
た
こ
と
に
由
來
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
.て
.最
初
.の

-.
®
定
.が
、

ョ 

1=

ッ
バ
凍
部
及
び
柬
南
部
諸
國
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
諸
國
に
於
い
て
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ

ーす
べ
き
貴

^
の 

メ
茛
顧
1
る
と
、
そ
の
主
要
坐
產
物
の
價
務
の
暴
落
と
に
ょ
つ
て
、
そ
の
爲
替
狀
態
は
益
々
.惡
化
し
、
獨
逸
.の
輸
出
に
對
す
る
支
拂
も
愈 

々
：掘
延
す
る
の
み
な
ら
•ず
、
不
可
能
に
さ
へ
陷
り
つ
、
％
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
獨
逸
は
此
等
諸
國
に
對
；し
て
、
爲
替
管
理
0
た 

め
：に
對
*
さ
れ
た
藉
商
品
債
獾
を
も
有
し
て
ゐ
た
の
で
-*
>
る
0ノ 

. 

■ 

>
:是
办
に
衩
し
て
、
そ
の
他
の
場
合
に
於
い
て
は
、
獨
逸
は
そ
の
爲
替
政
策
の
見
地
か
ら
言
つ
て
、
極
力
淸
#
il
j
度
の
適
申
を
囘
5®
し 

±
來
た
の
.で
あ
る
が
、
遂
ひ
に
一
九
三
三
年
の
ト
ラ
ン
ス
フ
プ

!
• 

‘
モ
'ラ
ト
リ
ア
ム
の
宜
言

M
外
、
之
を
轉
換
サ
ざ
る
.を
得
ぬ
.こ
と
、 

%

'.
-
0
;
^
:
猶
逸
:0
取
得
：す
名
，外
國
爲
替
を
；以
て
し
て
は
"
す
ベ
て
の
債
權
國
に
對
す
石
支
拂
を
實
行
す
る
に
は
最
早
a
.ら
ぬ
こ4

J
V

を

,

ク
た
0
:で
、
獨
逸
'を
1>
て
へ
す
べ
て
(0
債
權
國
を
ば
平
等
虻
敢
扱
ふ
と
い
ふ
舊
來
0
原
則
を
維
持
：せ
し
め
ょ
ぅ
と
す
れ
ば
\'
た
V1

般 

的
モ
.：ヲ
ト>

ア
：：4

あ
、る0

み
と
：い
ふ
狀
態
に
陷
：つ
：た
？
そ
こ
で
先
づ
瑞
西
、へ
續

.

.

.

V

.'.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

ア
I

拒
否
し
I

的
I

へ
I

f

要

求

し

着

し

て一

方
的
に
で
も
强
I

淸
算
I

行
S

と
す
i

響

！
^

^

^
 

し
此
等
§

國
は
獨
逸
か
ら
^

<超
過
：0
關

係

に

莅

り

、、
：
：

」

而

も

そ

办

入

超

額

を

以

#
1>
'
;^
も

對

獨

債

權

の

囘

收

囔

な

し

得

る

と

確

信

し
 

た
か
ち
で
.务
る
;0

へ
即
ぢ
淸
算
0
原
則
は
、
^
局
投
資
政
策
.の
寬
地
か
&
國
|
|
8易
ぬ
梂
り
入
^
ら
れ
た
の
で
あ
0
:て

吉
利
の
璩
命
4
て
：も

、
彳

芩
0
例

に

浊

れ

各

も
_の
：
で^;
か
0

^

-
:
-
:
'
,

'̂-

パ

■■
、

.

■ 

. 

- 

.

.

. 

: 

• 

.
.
.
.

.
か

く
.し
'て
、
へ
：
獨

逸

呔

多

a

M

m
を

締

結

す.る
に
0
つ

た

が

、■■
:
.
その
際

ョ
：
1
ロ
ッ
；パ
大
_

罾

國
は
、
、
淸

#

取

引

を

ば

出

來

る

丈

完
条
且
< ?

緣

‘
造
1;
,

泰

ょ

を

电
1 >
:

た
。
蜜
し
そ
：の
方
が
、
^
彼
等
が
潰
權̂

ば
^
免
ょ
< ;
:
^
認
識
さ
せ
、'铤
つ
：て
ぞ

ら
し
：め
#
る

と

考

：
へ
た
.か
ら
：で
：
あ̂
o(

：
と
$
ろ
が
英
吉
利
の
；場
合
に
は
r
‘

そ
れ
ょ
り
も
遨
か
に
自
由
な
形
式
の
調
盤
方
法
が
案
出
さ
れ

た
0ぺ
そ
れ
故
に
旣
に
—
九
三
四
带
に
3
本
來
の
淸
算
協
定
と
支
拂
協
定
と
0
ニ
類
型
敗
成
立
し
^

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

f

今
獨
逸
に
於
け
る
淸
算
協
定
の
發
展
：を
迪
る
と
，
次
の
如
き
、七
個
の
'段
階
が
認
め
ら
れ
る
。(

馘
一)

>
:

第

^
,:霞

に

篇

^
た

議

：齡

外

債

權

の

馨

。
'ふ

• ,
:

第
ー
1

獨
逸
§

替
割
當
砍
對
す
备
外
國
&
顧
廹
、
獨
逸
め
輸
出
及
び
.輸
出
超
過
：の
確
保
。
.舊
來&

輸
出
入
關
係
浼
保
持
せ
ふ
：と
す
：
 

る
®

瑞
典
條
項
.
名̂
キ
民
6

^
|1
1
3を
勘
礎
と
す
芩
爲
替
割
當
-«
^
の
：次
拂
め
獰
の
特
.
勘
定
の
_
置
。
：
こ
^

V
獨
•缂
を
屮
心
ミ
せ
名
&

觀
雜
協
歡 

V
-
V
. 

.

.
V 
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.掏
•逸
^
.中
.心
：今
せ
.，
る
，爲

替

淸

等

協

定

：

 

五
..八

Q 

b 3

琐
典
.含

淸
#

協

定

に

採

り

人

れ

，ら

る

:°

.
:ニ
：
;

'卜

，：
'

卜

’

.■
•
 

' 

■
 

•
 

.
0
0
y
非
協
妲
國
產
出
の
商
品
を
ば
ハ
協
定
.國
の
そ
れ
以
上
に
輸
入
せ
ん
と
ず
る
.獨
逸
輸
入
業
者
の
努
力
。
和
蘭
條
項
.

(

=
ばolland- 

‘I
d
^
l
i
s
e
L
o

即
ち
，
協
定
國
の
國
產
品
の
.み
、
協
定
以
土
に
獨
逸
に
輸
入
し
得
る
と
い
ふ
條
頃
の
.採
用
。

^
第
四
、
：獨
逸
.
©モ
'ラ
.
+リ
ア
ム
め
宜
言
以
後
、
.商
品
出
®
淺
高
に
ょ
る
對
外
利
子
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
保
證
。

:.
第

：五
：、
ー
；
各

國

&
特
別
勘
定
：贮
茛
額
の
％

ル
::
^
'
^

最
高
腿
度
に
限
定
せ
ん
と
す
る
獨
逸
の
努
力
o 

.

薄I
V
.

.菊
許
畫(

：

,!
z
;
s
e
r 

_ 

plan,

,

)

.即
ち
、'
.外
國
が
買
入
れ
±-
ぅ
.と
す
'る
丈
.、:;
.獨
逸
も
商
Eur
lを
.輸

.X
す
る
..と
'い
ふ
考
：

/:.

に
從
..つて
、
. 

淸
箅
協
足
を
改
訂
せ
ん
と
す
る
傾
向

。

:
 

‘

■'

;

第
七
、
淸
箅
協
圮
を
支
拂
協
定
に
變
更
せ
ん
と
す
る
傾
向
。

•

.

註
，，IV)

wurt'schndder'.a'a'p

十
 ̂

.

:五
：一■

逸
淸
算
協
定
：の
.形
式
^
內
容
o
:舞
 

.ぐ

.シ(

，：
'.:
ノ

;:
.
-
;
八

'

獨
逸
は
辑
往
.三
.十
'五
：の
爲
替
淸
算
協
定
ぢ
締
結
.じ
て
居
钗
そ
の
質

#Q

約
.八
〇
バ
ー
セ
ン
ト
は
こ

z>
制

度

，
の

下

に

行

は

t
'て
ゐ
る'

而
1>
芙
ぞ
の
^
淸
算
獲
迄
屬
ず
る
か
の
故
へ
和
蘭
ぴ
伊
太
利
サ
瑞 

チ
土
ッ
コ
ス
.ロ

'グ
て
中
ア
，
：两
班
牙
;-
-
'
^
^
牙
：*
:
.
ボ
.
1ラ
：ン
^
ド
ラ
V
ヴ
.ィ
ア
::
:'
リ
ス
ア
ニ
ア
、；：'H

ス
ト
.ニ
ア
、
塊
太
利
、
'匈
牙
利
，
ル
，1
:
.
マ
ニ
ア
、

f 

•
. 

>

:

ギ
リ
シ
ャ
い
.ブ
，ル
ガ
9;
ア
/%
今
1
ゴ
.
.
.
-
ズ
^
ダ
ィ
^
，
土
其
杏
ノ
3

1切
ッ
バ
外
で
は
イ
ラ
ン
ノ

.ア
ル
.デ

*シ
チ

：.シ
、
、

チ”

、
' ロ.
ロ

み

kい

ギ
ァ

0

^

-觀
國
で

.ぁ
る
;'
°
^
拂

協

定

：は

、

.矣

吉

利

、
：譲

鞒

義

ダ

屬

&
^

ニ
呀
督
デ
十
-ラ
ジ
卞
^

十
ダ
國
で
あ
る
？ 

, 
’
■

.

:

•■
,
"
し
.

• 

•
、
 

•
、•:
;
•',
:

'

•-
设
取
の
如
く
コ
現
^
の
處
茔
要
な
型
式
^
^
 ̂

獨
逸
.輸
入
業
者
诚
そ
：の
債
務
：を
ば
、
.伯
林
に
保
有
さ
れ
る
協 

货
國
>̂
.勘

定

：の

中

に
"
.外
國
輸
攝
者

0
た
办
^
ネ

这

：ス(

％
ル
'ク
で
拂
込
^

.0
で
あ
|
 

.
同
榇
に
袭
國
側
で

:^
:^
該

雄

决

銀,^
。 

に
保
商
^
れ
涔
獨
逸
淸
»
金
庫
の
特
別
勘
束
:^
«
逸
輸
姐
^

^
の
た
め
に
當
該
顿
通
貨
で
狒
忍
'̂
れ
る
^
こ
や
麵
の

.«
^

.«
淀
は
ァ
. 

ル
^

チ>
T
.

チ
リ
棘
コ
.
Pム
ビ
ァ
等
中
南
米
•諸
領
あ
結
ば
れH

：

ゐ
名
が
、
此
等
の
協
宠
览
そ
の
實
行
め
为
め
.
§
®
國
;*
夾
銀
衍： 

の
.外
^
幾
多
の
.民
麗
行
を
灰
含
ん

.で
ゐ
;|
0
. 

,
.
、

、
'
• 

, 

.

.

.

.

.

. 

「

V
 

_ 

.

:

-

-

:

.秦

^
盤

セ

.為

1
狒
書
亡
在
つ
沄
拟
ぜ
兩
國
政)

府
0
協
^
に
蕋
含
、
取
ら
外
國
沖
*
銀
行
の
^
亦
.伯
林
^

P

IK:
:勘

淀

女

有
 

知
て
：.ゐ
る
.
o
こ
0
勘
定
ぬ
尠
し
て
獨
逸
輸
入
業
者
は
！フ
ィ
.ヒ
，.ス
プ
ル
夂
で
支
拂
を
行

»

で
ぁ
る
が
、
逆

I
外
國
に
於
^
る
獨
逸
商
品 

輸
入
業
#

は
^

去
の
輸
入
代
金
亥
拂
の
た
め
に
、
墨

中

央

銀

行

.
に
於
い
ー
て

,

•
右
の
員

宛

の
小

切

チ

そ
の
他
の
支
拂
霞
證
羞
人 

れ
る
■の
で
•ぁ
_る
。
.
.亡
の
，
種

の

：
傲

定

は

..
'
*、自
坪
義

、
.
.ヵ
ナ
ダ
、
英
吉
利
、
.佛
蘭
西
、
‘，
シ
；
す

ブ

と

締

結

さ

れ

て

必

气

、

,

f 

'
•
: 

1

€
べ
：で
堡
の
馨
協
定
に
於
い
：て
は
.、
獨
逸
は
相
手
國
鬚
逸
商
品Q

輪

入

-^
よ
つ
て
支
狒
ふ
双
上
に
"：省
該
«
加

,^
購
入
す
る
：
' 

を
訊
，さ
ぬ
と
い
ぶ
' 
新
計
畫
の
観
念
が
皿
し
て
揭
本
f

 

0
て
ゐ
る
。

li
t

0
の
協
定
は
原
則
と
;u
•て
r
輸
入
國
の 

品
と
»
め
^
れ
得
る
坐
產
物
の
取
引
の
み
忆
適
用
さ
れ
る
.^
と
に
.な
.っ
て
.
.ゐ
る
。
.
.挪
逸
.の

法

律

に

從

ふ
-^
、

協

定

國

に

於

い

て

坐

塵

さ
 

れ
、
葙
しV

鋈
諸
國
に
於
い
て
經
濟
的
に
且
P
そ
：の
.性
質
墓
ぺ
變

rf
f
衾

如

音

最
後9
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.へ
；
ら
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品
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淸
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六
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C

四
七
ニ
、
， 

こ
と
に
な
つ
て
ゐ
名
。
多
く
.の
場
合
に
は
、
商
品
取
列
に
附
帶
す
る
費
用
の
外
に
、
特
許
權
料
そ
の
他
同
様
の
支
拂
は
、
淸
算
方
法
を 

以
て
支
拂
ふ
こ
と
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
，
是
れ
に
反
し
て
通
過
貿
易
は
、
原
則
と
し
て
除
外
さ
れ
て
ゐ
るo 

,
、

,
利
子
及
び
馨

_

の
後
拂
.は
、
華

.の
協
定
忙
規
定
さ
れ
て
ゐ

.る
丈
で
あ
る
。

.殊
に
馨
の
問
題
は
、

I

■九
三
■六
年
の
各
國
本
位 

の
.動
播
に
よ
り
、M

大
激
意
義
を
有
す
；る
.に
至
つ
；て
ゐ
今
若
千
國
必
の
協
定
‘に
於
い
て
は
、
債
務
者
ポ
自
國
通
貨
で
拂
管
ま
し
た 

時

に

實

務

を

免

れ

、
，
爲

轉

_

は
，債
響
の
負
擔
と
な
る
こ
と
が
明
約
.さ
れ
て
ゐ
る
o
併
し
斯
く
の
如
きp

約
が
な
く
、
後
拂
の
；義
務
：
 

あ
る
.場
介
で
も
、
斯
る
吏
挪
が
行
は
れ
名
か
ど
ぅ
か
は
、
淸

蕃

局

C

意
見
に
懸
つ
.て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
爲
智
保
證
‘の
缺
ナ
て
ゐ 

る
こ
.と
‘は
：
そ
の
放
定
に
於
い

p

支
柳
■.の
實
行
が
長
引
け
ば
長
；̂
く
ほ
ど
、
益
.々
'重
大
と
な
る
の
で
あ
る
。
大
多
歡
が
協
定
に
於
ぃ
て 

は

支

佛

の

實

行

が

達

者

に

免

實

的

效

果

を

與

へ

る

，か

ど

ぅ

.か
に
觸
れ
て
ゐ
な
ぃ

か
、
港
し
く
は
產；

が
f

免
貴
の
效
果
の
な
い 

こ
と
を
明
胡
し
.て
：ゐ
名
か

#
太
和
；の
場
命)

、
孰
れ
か
で
あ
る
.
o債
響
と
債
務
紫
と
の
間
の
關
係
が
私
法
的
性
質
の
も

の

で
あ
：る
と 

い4

點
が
ら
崇
す
れ
ば
、
免
责
規
定
.の
缺
如
は
、
結
局
そ
れ
が
私
法
の
如
何
に
よ
つ
て
決
f

れ
る
と

い
ふ
結

論

を

、
.招

來
I

る
' 

そ
得
な
い
o
,獨
逸Q

法
# '

に
よ
る
と
、
金
錢
債
務
は
-
債
權
者
が
そ
の
債
權
額
に
相
當
す

る
金
錢
を
受

領

し

た

時

に
の

み

、履
行
さ
れ

音
と
に
な
る
が
、

•諸
國
：の
法
雜
は
て
の
點
に
於
い
て
一
致
し
て
居
ら
■ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
爲
替
差
損
負
擔
者
が
何
人
で
あ
る
か
は
議 

論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
"あ
名
9
.丨
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(

最
後
ぬ
猶
ほ
省
摘
墓
ず
る
こ
と
は
、
幾
多
の
協
定
に
於
い
セ
は
、
常
設
の
政
府
委
員
會
S

置
せ
ら
.れ
，
以
て
將
來
起
る
こ
と
あ 

る
I

困
難
を
處
置
し
1

つ
相
互
.の
了
解
を
以
S

足
■な
解
f

圖
ち
ん
と
し
て
ぬ
.る

こ
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1

1

®
が
、
.：數
週
則

叉
^
數
わ
月
間
の
豫
齿
を
以
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解
除
し

#
る
こ
と
^
、
-掩
徵
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擧
げ
な
^
れ
ば
な
'ら
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と
0
ろ
で
^
石
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ね
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へ：：

裏

の

示

す

處

に

よ

れ

ば

、
支

挪

協

定

の

下

に
.於

け

る

輸

出

が

、.
總

輸

出

亂

及

び

淸

籍

定

國

，へ

Q

輸

出
.
H

若

干

_

成
で 

.

.
あ

る

。

尤

も

支

變

齒

ナ
i

l

，
白

、
•愛

、

日
、

ヵ

ナ

め

、

南I

ハ
ヶ
國
だ
け
がS

ざ

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

つ

て

、

一
一
ユ 

ゥ
•

チ

丨

ラ

ン

ド

と

菌

西

に

對

す
I

觉

は

ま

普

が

淺

い

し

、
そ
の
他
の
國
に
對
す
る
も
の
は
比
較
の
數
字
が
得
|

な
い
。
糊 

蘭
西
.
は

一

九
三
七
年
S

に

淸

算

協

定

か

ら

產

協

定
§

つ
た
許
り
で
あ
る
。

.

.

,
併
し
右
表
で
は
、
淸
算
協
定
Q
T-
に
於
け
る
輸
卟
が
"
案
外
良
成
續
I

七
；て
ゐ
る
こ

と

は

.
•
注

目

I

べ
き
.で
あ
るo

け
れ
ど
も
、 

こ
れ
は
猶
ほ
S

5

.

い
て
觀
な
け
れ
ば
な
ら
ぬQ

.
で
あ
つ
て
、
先
づ
大
陸
攥
國
へ
t

出
を
み
る
と
、
：
.
そ

れ

■

減

び

て

ゐ

る

。
：
： 

唯
最
8

分
よ
く
な
つ
て
ゐ
る
I

贳

的

に

，着

Q
:

上
昇
し
た
の
と
、i

f

算

取

點

出

來

象

け

融

響

暴

ベ

よf

旬

 

.め
て
ゐ
る
こ
f

 Q

爲
で
I

そ
れ
に
も
拘
は
，

淸
算
協
定
が
此
等
馨
f

大
S

鼻

へ

.て
ゐ
t

l

明
か
で
、
そ
の

自

麈

I

 

る
か
ら
、

西
が
_

吏
拂
協
定
忆
']
1

贪

恕

钇

％
と

が

、
，
獨

猶

側

扒

ら

遺

_
と
：さ
れ
て
ゐ
厶
。
.,

'
:

K
;

力
’
.ン
髮
ィ
ナ
ヴ
^
ケ 

ッ
-
ク
儲
國
と
0

. #

第
協
定
_ば
、
融
敗
性
.あ 

は
輸
出
が
可
：な
-|
}

增

大
.1
.
て
^

^

;
そ
れ
.は
^

-

求
«
取
引
の
增
大
に
關
心
を
も
つ 

v

.^

る
し
、
汝

猫
^

て
民
間
業
辤
ポ
か
キ
る
派
引
を
ぞ
れ
程
嫌
忌
し
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る

。

、

.、：
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:

.レ
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.
_
l
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.
p
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:-
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<

コ
：を
餘
く)

：に
對
す
る
輸
出
ぱ
最
も
增
大
し
て
ゐ
る
0>
同
檄
の
こ
と
が
中
南
米
諸
國
に
も
妥
當
す 

'
る

。

'
商
者
.傷
國
は
す
ベ
て
淸
算
協
定
で
多
か
.れ
尠
扒
れ
爲
替
困
胡
i

つ

て

ゐ

今
南

泶

諸

國

は

獨

逸

士

淸

篼

又

は

類

似

の

窈

定

を

 

結

/̂
^
ゐ
各
。
.
.そ
4

^
に
斯
る
求
償
取
|̂

が
獨
逸
に
と
つ
て
必
ず
し
も
不
利
と
は
.言
へ
.な
い
わ
妙
で
あ
：る
.が

;,
:
'
比

等

の

場

合

が

す

ベ

て
 

債

醫

0
:*
§

、
と

は

注

馨

，

8?
す
る
0
而

し

て

債

籠

の

證

主

義
に

よ

り

、

す
ベ
.て

の

愦

務

國

の

輸

出

、
は

萎

縮

を

蒙

つ

i

る

が

、

• 

而
-^
勞

働

調

達

策

.の

.爲

に

そ

の

、輸

入

.需

要

.は

決

1

て
，
減

つ

て

房

ら

ぬ

.の
で
あ
る
。
パ

だ
か
ら
そ

の

'

結
果
爲
替
先
び
貿

易

を

管

理

ず

る

か

、
 

政
治
的
犠
牲
.を
彿
つ
て
外
資
を
借
入
れ
る
か
孰
れ
か
を
出
で
な
い
の
で
あ

る

。
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獨
逸
o
輸
m

>數
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の
上
か
ら
み
れ
仗
、
勿
論
そ
の
大
部
分
は
、
西
部
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
隣
諸
國
に
對
す
る
著
し
い
，輸
出
棺
加
も
、 

他
の
部
'周
に
於
け
る
減
退
を
補
充
す
る
.程

度

に

過

ぎ

な

い

、
の

*
あ
る
0
而
し
て
求
償
原
則
に
ょ
つ
て
獨
逸
_
出
入
の
相
手
國
7)
上
に
起 

つ
.た
變
4
は

、
®

息

國

約

款
.^
多

角

質

易

を

最

善

の

も

の

と

認

か

る

，場
八
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|
に

於

い

て

す

ら

も

*直
ち
に
閑
却
し
去
り
#
な
い
結
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淺
し
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；
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も
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由

爲

替
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全
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得

ら

れ

な

い

か
ハ
叉
.ば
.得
ら
れ
て
も
極<

少
額
，に
過
會
な
い
に
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忒
ら
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ず

.獨
逸
力

淸
鮮
協
定
.を

ば

支

拂

協

觉

，
に

ょ

つ

‘て
‘漸
次
補
足
し
ょ
ぅ
と
努* -

し
て
ゐ
る
こ
と
は
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